
▲耐震強度を上げるため、今は土葺き工法ではなく重量を軽減す
るため引っ掛け桟葺き工法が多い

▲鏨（瓦葺き用の鑿）を使い瓦の形状を整える成田さん。伝統工
法を守り続ける

▲瓦は断熱性に優れているため、冬暖かく夏涼しいエコ商品。防音
性にも優れているので静かで落ち着く

　愛知県愛西市出身の31歳。地元の屋根工事会社で
技術を磨き、厚生労働大臣認定の「かわらぶき技能士」
1級を取得したころから、誰よりも早く、誰よりもきれいに
とのめり込むようになりました。熱い・寒い・危ない、三
重苦の仕事ですが、実力が認められることで、より楽し
いと思えるようになりました。
　今年3月に「全瓦連技能グランプリ」（一般社団法人
全日本瓦工事業連盟主催）で優勝しました。平成28年
の「第28回技能グランプリ」（厚生労働省など主催）に
続き2度目の全国制覇でした。技術を磨くにつれこだわ
りは強くなります。屋根の上を気にする人は少ないです
が、妥協はしたくないですね。
　瓦葺職人とは、瓦施工のプロフェッショナルのことで
す。瓦の素材を熟知したプロフェッショナルが現場の状
況に合わせ、鏨※１を使って瓦を割ったり、斫る※２作業を
します。特に、伝統の和瓦においては、高度な施工技術
が必要になります。
　瓦は、耐熱・耐水性に優れているため涼しく、しかも静
かです。最近は瓦を使わない家が増えていますが、日本
の風土に一番合っている屋根素材は瓦であるということ
を伝えていきたいです。

※1 瓦葺き専用の工具の一種
※2 形を整えるために表面を鏨で削る作業のこと
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　笠原の陶祖・加藤治郎太夫の供養塔と、功績を称える石碑が釜区
共同墓地にあります。慶長20年（1615年）、妻木城主・妻木雅楽之助
より命じられて久々利（現可児市）から笠原村に移住した加藤治郎太
夫は、荒れ地を開墾して築窯し、笠原村の窯業の基礎を作りました。
供養塔と石碑は笠原町全区の有志たちにより昭和8年に建立された
ものです。
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46,273世帯

人口と世帯数の動き
平成30年5月1日現在

総人口

（前月比 +46世帯）
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（前月比　 －49人）
（前月比　 －32人）
（前月比　 －17人）
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◎広報たじみは、市内の公共施設、郵便局、医療機関、銀行、サークルＫ、ファミリーマート、バロー多治見店にあります。　◎市政情報や緊急時の放送は、ＦＭたじみ（７６・３ＭＨＺ）でも放送しています。
広報たじみは植物油インキ、印刷用の紙へリサイクルできるAランクの資材のみを使用しています。1部あたり25.55円で42,000部制作しています。
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